














































































































楽曲検索を目的として， Dynamic Time Warping （DTW） 法［９］を活用した時系列相関による
楽曲検索手法を提案している。 Otanto ら［12］は２つの時系列データ間の相関を 動的に解析
するために Dynamic Conditional Correlation modelを提案している。彼らは特に時系列経済デー
タを対象としている。Loy ら［13］ は複数のカメラによって撮影された映像を時系列で評価解
析することにより，さまざまな動作を理解する手法を提案している。彼らは Cross Canonical 
Correlation Analysis （xCCCA） を利用し，複数のカメラ映像における時系列相関を発見する手法
を定式化している。





















































さらに各単語のスコアを計算する。スコアリング手法としては，RIDF（residual IDF）, LSA （latent 




















•　定義１．２つの時系列データ ts1, ts2 のローカルコスト行列 21 tstsRC ×∈
 [ ] [ ] 2121j,i ts...1j,ts...1i,jtsitsC ∈∈－∈  （1）
ここで [ ] [ ]21 jtsits －  は時系列データ間の２点間の距離を示す。
このコスト行列により，DTW は２つの時系列データ間のコストを最小化するアラインメイ
トパスを生成する。このアラインメントパス pを “warping path” と呼び，以下のように定義し
ていく；
•　定義２．時系列データの各点のペア
 Pairl =(pair1, ...pairk)   （2）
ここで （　 ） 21l ts...1ts...1j,iPair ×∈=  は，２つの時系列データ ts1, ts2 の各点のペアを示す。 
ソーシャルメディアを対象としたマーケティング解析（橋本，久保山，白田）
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各ペアは，ts1, ts2 の時系列オーダを保持しており，warping pathの最初と最後の点が各時系列
データの最初と最後の点に一致する。warping pathのコストは以下のように産出される；
•　定義３．warping path p のコスト





=     （3）
DTW はコストを最小化した warping pathとして以下のように定義される；
•　定義４．２つの時系列データ間の DTW






⎧ ∈= × 21 tsts21 Pp|pcmints,tsDTW  （4）
















検索対象全体のドキュメント集合を Uとする。Uの部分集合を Xとし，|X|は Xに含まれる
文書の個数を表す。単語 u，vについて，df（u,X）は uを含む X中の文書数，df（u*v, X）は u
と vの両方を含む X中の文書数を示す。このとき，単語の関係を以下のように定義する。
 r（v,u）=df（u*v,X）/ df（v,X）  （5）
















コンセプトグラフは，G = （V, E,α ,β）として表現できる。ここで Vは該当するノード集
合であり，E⊆ V×V はエッジの集合である。各ノードはラベル関数α : V → Lvによりラベル






フ（G1 = （V1, E1, α1, β1） 及び G1 = （V2, E2, α2, β2））間のグラフ編集距離は以下のように表
現できる。
De G1 ,G2（  　　） （   ） （   ）=V1 +V2 2 α β（   ）αV1 V2 + E 1 + E 2 2 E 1 （   ）β E 2
ここで |G| はグラフ Gのサイズ（グラフ Gのエッジの数）を表現する。またα（V）は {α（e）


















































****** 2009/5/3 ニュース総合 豚インフルエンザ **** インフルエンザが終息するまで我慢ですね。




****** 2009/5/4 デジタルカメラ 豚インフルエンザ **** インフルが怖くて，結局旅行を取りやめました．．．




ン フ ル エ ン ザ の ウ イ ル ス
H1N1は．．．















****** 2009/5/2 デジタルカメラ インフル，旅行，キャンセル，．．．
****** 2009/5/2 ニュース総合 インフル，花粉，マスク，．．．
****** 2009/5/2 デジタルカメラ インフル，観光，キャンセル，関西，．．．
****** 2009/5/3 ニュース総合 インフル，終息，我慢，．．．
****** 2009/5/4 デジタルカメラ インフル，運動会，キャンセル，．．．
****** 2009/5/4 デジタルカメラ インフル，旅行，取り，止め，．．．
****** 2009/5/15 空気清浄機 インフル，空気，清浄，ウイルス，予防，．．．
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4 5 6 7 9 10 12 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53
"flu" "car" "printer" "mobile" "television"
表１　インフルと代表的な製品カテゴリ間の DTW 距離
カメラ 空気清浄機 車 プリンター 携帯 テレビ
インフル 0.821 0.870 1.816 1.948 1.049 1.027
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Fig. 6. DTW 
Fig. 8. DTW 
Fig. 7. DTW 
Fig. 9. DTW 
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